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ご使用上の注意事項 

 

本器は大気中の可燃性又は毒性ガスを検知し、警報を発する機能を持ったガス警報器です。ガ

ス警報器は保安機器であり、ガスの定量･定性を分析・測定する分析計・濃度計ではありません。 

ご使用に当たっては以下の点を十分ご理解いただき、機器を正しくお使い下さい。 

 

   １．本器は、検知対象ガス以外のガス、蒸気による干渉を受けます。 

     干渉による警報作動にご注意ください。また、設置場所の環境の変化（温 

     度・湿度等）によって変動することがあります。 

 

   ２．警報の設定は機器の性能に見合う範囲でご使用下さい。 

     高圧ガス保安法対応設備では当社標準警報設定値未満の警報設定の場合には誤警報の

原因となることがあります。 

 

３．本器は保安機器で、制御機器ではありません。 

 
   ４．本器に使用されているガス検知センサの焼結体表面にシリコーンや硫黄化合物が付着

するとガス感応部の面積が低下し、大幅な感度低下を引き起こすことがあります。 

     安全管理上、微量であっても、シリコーンや硫黄化合物の存在下での本器の使用は避

けて下さい。 

 

   ５．本器の保守に際しては、取扱説明書に記載されている定期交換部品の交換調整を含め

た定期点検が必要です。また保安機器ですので、法令に準拠して６ヶ月毎の定期点検

及びガス校正を推奨します。 
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１．製品のアウトライン 
 

１－１．はじめに 

この度は、定置式可燃性又は毒性ガス検知部ＧＤ－Ａ８０シリーズをお買い上げいただきありがとう 

ございます。お買い求めの製品型番と本説明書の仕様を照合し、ご確認お願いします。 

 

この取扱説明書は本器の取扱方法と仕様を説明したものです。本器を正しくご使用いただくための必要な事

項が記載されています。初めてご使用になる方はもちろん、既にご使用になられたことのある方も、知識や経

験を再確認する上で、よくお読みいただき内容を理解した上でご使用願います。 

尚、本器は単体ではご使用になれません。必ず専用の指示警報部と組合せてご使用下さい。その際は、    

必ず指示警報部の取扱説明書も併せてお読み下さいますようお願いします。 

 

１－２．使用目的 

・本器は可燃性又は毒性ガスの漏洩を検知する、定置式のガス検知部です。 

・本器は保安機器であり、ガスの定量・定性を分析・測定する分析計・濃度計ではありません。ご使用に 

 当たっては本器の性能を十分ご理解いただき、機器を正しくお使い下さい。 

・本器はガスの発生時による異常（漏洩）を内蔵のガスセンサにて検知します。 

・本器の吸引式は外部のポンプ等により、ガスを導入してガス検知を行います。 

・本器はガス濃度を指示し警報を発する指示警報部と組み合わせて使用します。 

・本器は漏洩した可燃性又は毒性ガスを検知すると、ガス濃度に応じた電圧を出力します。指示警報部では

ガス濃度を指示すると共に、予め設定した濃度レベルを超えると警報を発します。 

 

１－３．危険、警告、注意、注記の定義 

 この表示は取扱いを誤った場合、「人命、人体又は物に重大な被害を及ぼすことが想

定される」ということを意味します。 

 この表示は取扱いを誤った場合、「身体又は物に重大な被害を及ぼすことが想定され

る」ということを意味します。 

 この表示は取扱いを誤った場合、「身体又は物に軽微な被害を及ぼすことが想定され

る」ということを意味します。 

 
この表示は取扱上のアドバイスを意味します。 

 
１－４．規格及び防爆仕様の確認方法 

 本器は、規格や防爆検定の種類によって仕様が異なります。ご使用になる前に、お手元にある製品の仕様を 

ご確認ください。なお、CEマーキング仕様をご使用になる場合、巻末の自己宣言書（Declaration of Conformity） 

を参照してください。 

製品の仕様は、製品に下図の通り貼付された銘板よりご確認いただけます。 

   

 

 

 

 
 

 

 

ＴＩＩＳ仕様の銘板例      ＡＴＥＸ／ＩＥＣＥｘ，ＣＥマーキング仕様の銘板例 

ＣＥマーク 

型式検定合格標章 

Ｅｘマーク 
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２．安全上、大切なお知らせ 
 

 

２－１．危険事項 

 

 

＜防爆に関して＞ 

・お客様においては本器の修理を行わないで下さい。 

・通電状態では蓋を開けないで下さい。 

・蓋用六角穴付きボルトには当社指定のボルトを使用して下さい。 

・防爆接合面の修理を行わないで下さい。 

・容器や防爆接合面にキズ、クラック等が見られた場合は、使用を直ちに中止して弊社営業部まで 

ご連絡下さい。 

 

 

２－２．警告事項 

 

 

保護接地の必要性 

本器の保護接地線を切断したり、保護接地端子の結線を外したりしないで下さい。 

 

保護機能の欠陥 

本器を作動させる前には、保護機能に欠陥がないか確認して下さい。保護接地などの保護機能に欠陥があると

思われる場合は、本器を作動させないで下さい。 

 

配管※ 

本器は大気圧状態の雰囲気のガスを吸引するように作られています。本器のサンプリング配管口（ガス入口，

ガス排出口）に過大な圧力が掛からないようにして使用して下さい。検知後の排気ガスは検知ガス排出口に排

気用チューブを接続し、安全と判断できる場所に排出して下さい。 

 

周辺空気でのゼロ調整 

ゼロ調整を周辺空気で行う場合は、周辺が新鮮な大気であることを確認してから行って下さい。雑ガスなどが

存在する状態で行うと、正しい調整が行えず、実際にガスが漏洩した場合、危険です。 

 

シリコーンや塩化物、硫化物が常時存在する場所には設置しないで下さい 

もし、これらの物質やガスが存在する場所に設置しますとセンサが被毒し、センサの寿命は著しく短くなり、

正常なガス検知が行えず危険です。 

 

ガス警報が出た時の対応 

ガス警報を発した場合は大変危険です。お客様の判断により適切な処置を行って下さい。 

 

 ※吸引式のみ 
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２－３．注意事項 

 

 

 

本器の近くでは、トランシーバ等を使用しないで下さい 

本器の近くやケーブルの近くでトランシーバ等による電波を発射すると、動作に影響する場合があります。

トランシーバ等を使用する場合には影響の出ないところでご使用下さい。 

 

流量が規定流量であることを確認して使用して下さい※ 

規定流量でない場合は、正しいガス検知ができません。流量が不安定になっていないか、喪失していないか

確認して下さい。 

 

ダストフィルタを取り付けてご使用して下さい※ 

本器を使用する場合は、ガスによる吸着の恐れや雰囲気中のダストによる影響を避けるために、指定のフィ

ルタを付けてご使用して下さい。 

ダストフィルタは検知するガスによって異なりますので、詳細は弊社営業部迄お問い合わせ下さい。 

 

配管中に結露が発生しないよう使用範囲を守って下さい※ 

配管中に結露が発生すると、詰まったり、ガスが吸着したりするなど正確なガス検知を行えなくなりますの

で、結露することは厳禁です。本器の設置環境と併せて、サンプリング先の温度・湿度には十分注意し、配

管中に結露が発生しないようにして下さい。特に強酸性ガスなど、水分に溶解して腐食性が増すガスを検知

する場合はガス検知が出来なくなるだけでなく、内部部品が腐食される恐れがありますので、必ず使用範囲

を守るようお願いします。 

 

本器を分解・改造しないで下さい 

本器を分解・改造したりすると、性能が保証できなくなりますので絶対に止めて下さい。本取扱説明書に 

基づき、正しくご使用いただくようお願いします。 

 

定期的な点検を必ず行って下さい 

本器は保安計器につき、安全確保の為に定期的な点検を必ず行って下さい。点検を行わずに使用を続けると、

センサの感度が劣化し、正確なガス検知を行えません。 

 

不活性ガス雰囲気下では使用しないで下さい 

熱伝導式センサ搭載のＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｎは除きます。 

 

 ※吸引式のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

２－４．セーフティインフォメーション 

 

防爆システムを構築するため、次の事項をお守り下さい。 

 

機器の概要 

・本器は、拡散式のガス検知部（ＧＤ－Ａ８０シリーズ）であり、指示警報器と接続し、対象ガスを検知する 

ために使用します。 

・また、アスピレーターキャップを取付けて吸引式ガス検知器（ＧＤ－Ａ８０Ｄシリーズ）としても使用します。 

 

＜ＴＩＩＳ仕様＞ 

 

仕様 

  （防爆構造）   耐圧防爆構造 

  （防爆等級）   Ｅｘ ｄ ⅡＣ Ｔ４ 

  （周囲温度）※  －４０℃～＋５３℃ 

  （定格） 

   ・検知素子   ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）  ＤＣ３．０Ｖ ４３０ｍＡ 又は ＤＣ５．０Ｖ ２００ｍＡ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｖ ＤＣ６．５Ｖ ２０５ｍＡ 又は ＤＣ３．５Ｖ ３５０ｍＡ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｓ ＤＣ３．０Ｖ ５００ｍＡ 又は ＤＣ５．０Ｖ ２００ｍＡ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｎ ＤＣ３．３Ｖ １７０ｍＡ 又は ＤＣ１．０Ｖ ２２０ｍＡ 

（適用規格）   ＪＮＩＯＳＨ－ＴＲ－ＮＯ．４３（２００８） 

※ 検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 

 

 

設置 

 

【ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)／Ａ８０(Ｄ)Ｓ／Ａ８０(Ｄ)Ｎ】    【ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)Ｖ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cable

指示警報器 等

ガス検知部(GD‐A80)

危険場所 非危険場所

接続図

検知素子 検知素子用
端子

：ＧＤ－Ａ８０（Ｄ） 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｓ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｎ 

Cable

指示警報器 等

ガス検知部(GD‐A80V)

危険場所 非危険場所

設置図

検知素子 検知素子用
端子

：ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｖ 
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＜ＡＴＥＸ／ＩＥＣＥｘ仕様＞ 

 

仕様 

  （防爆構造）   耐圧防爆構造「ｄ」 

  （グループ）   Ⅱ 

  （カテゴリー）  ２Ｇ 

  （防爆等級）   Ｅｘ ｄｂ ⅡＣ Ｔ４ 

（保護レベル）  Ｇｂ 

（周囲温度）※  －４０℃～＋５３℃ 

  （定格） 

   ・検知素子   ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）  ＤＣ３．０Ｖ ４３０ｍＡ 又は ＤＣ５．０Ｖ ２００ｍＡ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｖ ＤＣ６．５Ｖ ２０５ｍＡ 又は ＤＣ３．５Ｖ ３５０ｍＡ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｓ ＤＣ３．０Ｖ ５００ｍＡ 又は ＤＣ５．０Ｖ ２００ｍＡ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｎ ＤＣ３．３Ｖ １７０ｍＡ 又は ＤＣ１．０Ｖ ２２０ｍＡ 

（適用規格）   ＥＮ６００７９－０（２０１２：Ａ１１：２０１４），ＥＮ６００７９－１（２０１４） 

ＩＥＣ６００７９－０：２０１１，ＩＥＣ６００７９－１：２０１４－０６ 

※ 検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 

 

 

設置 

 

【ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)／Ａ８０(Ｄ)Ｓ／Ａ８０(Ｄ)Ｎ】    【ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)Ｖ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cable

指示警報器 等

ガス検知部(GD‐A80V)

危険場所 非危険場所

設置図

検知素子 検知素子用
端子

：ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｖ 

Cable

指示警報器 等

ガス検知部(GD‐A80)

危険場所 非危険場所

接続図

検知素子 検知素子用
端子

：ＧＤ－Ａ８０（Ｄ） 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｓ

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｎ
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３．製品の構成 

 

３－１．本体及び標準付属品 

<本体>(ケーブルグランド含む) 
 

【拡散式】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【吸引式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【側面】 

単位 ： mm 

【正面】 

【側面】 【正面】 

単位 ： mm 

本体

蓋

取付金具 

ケーブルグランド 

六角穴付き止めねじ

センサ

ガード 

六角穴付きボルト
(脱落防止機構付き)

外部接地端子 

ケーブル接続口G３/4 

銘板

銘板

本体

取付金具 

六角穴付き止めねじ

外部接地端子 

ケーブルグランド 

蓋 

ケーブル接続口G３/4 

六角穴付きボルト
(脱落防止機構付き)

アスピレータキャップ
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【拡散式 及び 吸引式】 

 

 

 

 

 

 

＜標準付属品＞ 

                   ・取扱説明書 ･･････････････････････････ １冊 

・取付金具 ････････････････････････････ １個 

・アスピレーターキャップ ※1 ･･････････ １個 

・パッキン（内径φ１２ｍｍ）※2 ････････ １個 

・パッキン（内径φ１３ｍｍ）････････････ １個 

・座金（内径φ１２ｍｍ）※2 ･･･････････ １個 

・座金（内径φ１４ｍｍ） ･･････････････ １個 

・偏心座金 （内径φ１１．８ｍｍ）※2 ･･･ １個 

・偏心座金 （内径φ１２．８ｍｍ）･･･････ １個 

・六角棒スパナ･･････････････････････････  ※3 

※1. 吸引式のみ付属されています。 

※2. 納入時、検知部に標準搭載されています。 

※3. 検査合格書と同数量付属されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【背面】 

内部アース端子 

ケーブル接続端子台 

（本体内部） 

・吸引式は、配管継手の材質により下記３種類の仕様があります。 

弊社営業担当と打合せの上、ご選定いただきました仕様にて出荷されます。 

 

 ＰＰ仕様 Ｂｓ仕様 ＳＵＳ仕様 

継手材質 ポリプロピレン 黄銅 ステンレス 
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４．使用方法 

 

４－１．ご使用するにあたって 

本器を初めてご使用になる方も、既にご使用になられた方も使用方法の注意事項を必ず守って下さい。 

これらの注意事項を守らない場合には、機器の故障が生じ、正常なガス検知が行えない場合があります。 

定置式可燃性・毒性ガス検知部ＧＤ－Ａ８０シリーズは、ガス濃度を表示し警報を発する指示警報部と組合せ 

て使用します。 

 本器は、漏洩した可燃性又は毒性ガスを検知しますと、ガス濃度に応じた電圧を出力して指示警報部でガス濃

度を指示すると共に、予め設定した濃度レベルを超えると指示警報部で警報が作動します。 

 本器は、検知対象ガス以外にも感度を有する場合があります。ガスを検知し発報した場合、検知対象ガスによ

るものか、或いは検知対象ガス以外のガスによるものか発報原因を確かめて下さい。 

 ガス検知器はその役割上、常に電源を与え、正常動作していることがガス検知の前提条件となります。そのた

めには日常動作状況を確認しておくことが重要です。動作状態の確認については【６－１．点検の頻度と点検項

目】を参照願います。 

 

 

４－２．取付場所に関する留意事項 

 

 

・本器は精密機器です。本器を設置する場所（環境）によっては所定の性能を発揮できない場合があります

ので、設置場所の環境を確認し、場合によってはお客様にて必要な処置を施すようお願いします。 

・本器は保安防災上重要な役割を果たすため、効果的な場所に必要な点数を設置する必要があります。 

ガスの種類や各作業エリアにおいてガスの漏れやすい場所、滞留しやすい場所は異なりますので、設置場

所・設置点数に関しては、十分考慮していただくようお願いします。 

 

振動衝撃のある場所には設置しないこと 

 本器は精密な電子部品で構成されています。振動、衝撃等が無く、落下などの恐れの無い安定した場所に設

置して下さい。 

 

水・油・薬品などがかかるような場所には設置しないこと 

 本器に水・油・薬品など液体がかかるような場所は避けて設置して下さい。 

 

使用温度範囲を超える場所には設置しないこと 

 使用温度範囲内で且つ急変が無い安定した場所に設置して下さい。 

 使用温度範囲：－２０℃～５３℃ 

 

直射日光の当たる場所や、温度の急変する場所には設置しないこと 

 直射日光や輻射熱（高温なものから放射される赤外線）があたる場所、機器の温度が急変するような場所は

避けて下さい。機器内部で結露したり、急激な温度変動に追従できないことがあります。 

 

ノイズ源となる機器から隔離すること（本体およびケーブル） 

 周囲に高周波機器・高電圧機器のある場所は避けて設置して下さい。 

 

メンテナンスの出来ない場所・作業に危険を伴う場所には設置しないこと 

 本器は定期的にメンテナンスを行う必要があります。 

 装置内等でメンテナンス時に装置を停止させる必要がある場所、装置の一部を取り外さないとメンテナンス

が出来ない場所、または配管やラック等によって本器が外せない場所には設置しないで下さい。また高圧線な

どメンテナンス作業時に危険を伴う場所には設置しないで下さい。 
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接地工事が十分でない装置筐体に設置しないこと 

 装置に設置する場合は、接地工事を確実に行って下さい。 
 

周囲に雑ガスが存在する場所に設置しないこと 

 周囲に雑ガスが存在する場所に本器を設置しないで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－３．システム設計上の留意事項 

 

 

・不安定な電源、ノイズは誤警報の原因になります。 

本器を使用するシステムでは、本項の記載内容を反映した設計をして下さい。 

 

雷対策をする 

工場・プラント等でケーブルを屋外配線した場合や、屋内配線の場合でも屋外から引き込まれたケーブルと

同一ダクト内で平行配線した場合の問題点として“雷”があります。雷を巨大な発信源としますとケーブルは

その受信アンテナとなり、ケーブルの接続されている機器が破壊されることがあります。 

雷の発生は防げません。また、ケーブルを金属管に入れたり、地下埋設しても雷によって発生する誘導雷サ

ージを完全に防ぐことは出来ません。雷による被災を完全に取り除くことは出来ませんが、対策として次のよ

うな方法があります。 

被雷対策 

設備の重要度や環境に応じて、適切な処置を講じて下さい。 

・避雷器（ケーブル保安器）による対策。 

（万一、誘導雷サージがケーブルに乗ってきても、フィールド機器及び中央処

理装置の手前に避雷器を設置する方法があります。使用方法の詳細は避雷器メ

ーカーにお問い合わせ願います。） 

接地処理 
サージノイズは雷や雷以外からも発生します。これらの原因から機器を保護する

為に、機器を接地して下さい。 

※避雷器にはフィールド機器の破壊原因となるサージ電圧を取り除くための回路が入っていますので、 

避雷器を設置することにより信号が減衰することがあります。避雷器を設置するときには、予め動作を

確認して使用して下さい。 

 

 

 

・シリコーンや塩化物、硫化物が常時存在する場所には設置しないで下さい。もし、これらの物質や 

ガスが存在する場所に設置しますとセンサが被毒し、センサの寿命は著しく短くなり、正常なガス 

検知が行えず危険です。 
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４－４．取付方法 

<取付寸法> 

【拡散式】                     【吸引式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<メンテナンススペース> 

（例）拡散式の場合 

   ※メンテナンススペースは吸引式も共通です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置にあたっては、以下の設置要件に従って下さい。 

・Ｍ５のねじ２本で本器を壁面等に固定して下さい。 

 

 

 

メンテナンスの出来ない場所・作業に危険を伴う場所には設置しないで下さい。 

 

本器は定期的にメンテナンスを行う必要があります。 

装置内等でメンテナンス時に装置を停止させる必要がある場所、装置の一部を取り外さないとメンテナン

スが出来ない場所、または配管やラック等によって本器が外せない場所には設置しないで下さい。また高

圧線などメンテナンス作業時に危険を伴う場所には設置しないで下さい。 

 

 

単位：ｍｍ

単位：ｍｍ

取付金具 取付金具 取付金具 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽ 

1000 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽ 

250 250 

15
0 

30
0 
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４－５．据え付け方法 

(1) ＧＤ－Ａ８０シリーズ本体に下図の通りケーブルグランド・パッキン・座金・偏心座金を取り付けます。 

ケーブルに、ケーブルグランド・偏心座金・座金・パッキンの順で通した後、検知部内部にケーブルを 

引き込み、ケーブル（ＣＶＶ等）の末端にＭ４ネジ用の圧着端子を取り付けます。配線方法については、 

「４－６．配線方法」を参照して下さい。 

 

拡散式の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ケーブルグランドは３０Ｎ・ｍ以上のトルクで締め付けます。その後、六角穴付き止めねじを締めて 

ケーブルグランドを固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

六角穴付きボルト 

Ｍ５×２０ 

座金 

耐圧パッキングランドに適合 
したケーブル（ＣＶＶ等） 

 
・ケーブルグランドの締め付けが困難な場合は、ケーブルグランドのねじ部にグリスを塗ってから、工具で 

締めつけて下さい。 

偏心座金 

(注)テーパーを 

ケーブルグランド側

に向けて組むこと 

パッキン 

ケーブルグランド 

六角穴付き止めネジ 

Ｍ４×６ 

＊注記 

・ケーブル取付方法は、拡散式・吸引式共に同じです。 

 
・容器や防爆接合面にキズ、クラック等が見られた場合は、使用を直ちに中止して弊社営業担当へご連絡下さい。

・Ｅｘケーブルグランドを使用する際は、当社指定のアダプタへ取付けてください。 
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＜防滴カバー＞ 

２種類の防滴カバー（丸型防滴カバー・角型防滴カバー）をオプションとしてラインナップしております。 

設置環境に応じた防滴カバーを選定下さい。水のかかり易い場所等、環境条件の悪い場所では角型防滴カバーを 

ご使用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜直挿ユニット＞※拡散式のみ取り付け可能 

ダクト内の可燃性ガス・溶剤ベーパー検知用として、直挿ユニットをオプションでラインナップしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【丸型防滴カバー】 【角型防滴カバー】 

【パネルカット寸法】 

単位：ｍｍ

壁
面 

フランジ 
(SPCC t3.2) 

ガス検知部 
(GD-A80) 

パッキン 
t2

取付金具 

金網 
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４－６．配線方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜推奨ケーブル＞ 

ＧＤ－Ａ８０(Ｄ) ＣＶＶ等のケーブル(１．２５ｍｍ２ 又は２ｍｍ２)・４芯 

ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｖ ＣＶＶＳ等のケーブル(１．２５ｍｍ２ 又は２ｍｍ２)・３芯 

ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｓ ＣＶＶＳ等のケーブル(１．２５ｍｍ２ 又は２ｍｍ２)・４芯 

ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｎ ＣＶＶＳ等のケーブル(１．２５ｍｍ２ 又は２ｍｍ２)・４芯 

 

＜外部導線引込部の部品及び寸法組合せ＞ 

ケーブル仕上り外径 

（ｍｍ） 

パッキン内径 

（ｍｍ） 

座金内径 

（ｍｍ） 

偏心座金 

（ｍｍ） 

 φ９．５～１０．５ φ１１ 
φ１２ 

φ１０．８ 

φ１０．５～１１．５ φ１２ φ１１．８ 

φ１１．５～１２．５ φ１３ 
φ１４ 

φ１２．８ 

φ１２．５～１３．０ φ１３．５ φ１３．８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・配線工事を行う際、ケーブルの過重やケーブル引き回しによるストレスがかからないよう注意して 

下さい。 

・ケーブルは、モーター等の動力線と一緒にしないようにして下さい。止むを得ず、一緒に平行配線する

場合は、金属の電線管に通して配線して下さい。電線管は接地を行って下さい。 

・撚線を使用する場合、芯線の一部が他の芯線と接触しないよう注意して下さい。 

・配線には適切なケーブルを使用して下さい。 

＊注記 

・結線の際は、接続する指示警報部の取扱説明書もよくお読み下さい。 

警告 

・蓋を取り付ける際、外部接続端子箱内部に金属等の異物を入れないで下さい。 

機器の故障や防爆性能を失う恐れがあります。 

・本器へのケーブルの引き込みは、本器の防爆性能を損なわない方式で施工して下さい。 

・指示警報部の電源は、全ての結線が終了してから接続して下さい。電源が接続されたまま作業を行うと、

端子間ショートや感電の恐れがあります。 

パッキン 

座金 偏心座金 
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＊注記 

・ケーブルの仕上り外径の一例を以下に示します。参考値としてご利用下さい。 

仕上がり外径はメーカーによって若干異なりますので、必ず確認が必要です。 

 

線心数 ＣＶＶ １．２５ｍｍ２ ＣＶＶ ２ｍｍ２ ＣＶＶＳ １．２５ｍｍ２ ＣＶＶＳ ２ｍｍ２

２ φ９．２ φ１０．５ φ９．６ φ１０．５ 

３ φ９．７ φ１１．０ φ１０．５ φ１１．０ 

４ φ１０．５ φ１１．５ φ１１．０ φ１２．０ 

５ φ１１．５ φ１２．５ φ１２．０ φ１３．０ 

６ φ１２．５ φ１３．５ φ１３．０ φ１４．０ 

 



15 

 (1) 検知部の端子台には、３，４，５，６の番号が刻印されていますので、下記機器間接線図例を参考に 

配線順序に間違いのないよう配線して下さい。 

また、検知部の蓋を取り付ける時、ケーブルを挟まないように注意して下さい。（作業時、ケーブル 

グランドを検知部に仮締めしておくと、作業性が向上します。） 

 

 

＜配線例＞  

【ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)／Ａ８０(Ｄ)Ｓ／Ａ８０(Ｄ)Ｎの場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)Ｖの場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示警報部端子台 

ＧＰ－５００１ 等 

検知部端子台 

ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)

ＣＶＶ・４芯 

１．２５ｍｍ２又は２ｍｍ２ 

（※ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)Ｓ，ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)Ｎの場合はＣＶＶＳ・４芯） 

指示警報部端子台 

ＧＨ－５００１ 等 

検知部端子台 

ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｖ 

ＣＶＶＳ・３芯 

１．２５ｍｍ２又は２ｍｍ２ 

空端子 

11 

12 

13 

14 

15 

11 

13 

12 

14 

＊注記 

・検知部型式によって、ケーブル接続端子台の色が 

異なります。 

【４芯ケーブル使用する場合：黒】 

ＧＤ－Ａ８０(Ｄ) 

ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｓ 

ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｎ 

【３芯ケーブル使用する場合：白】 

ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｖ 

Ｍ４ネジ 

内部アース端子 

ケーブル接続端子台 
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(2) 検知部の蓋を取り付けて、六角穴付きボルト（４ヶ所）を確実に締めて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜接地工事＞ 

外部の端子    を利用してお客様の接地端子に接続して下さい。 

 

 

 

・本器の電源を入れる前には、必ず接地をして下さい。 

・機器の安定動作と安全上必ず接地をして下さい。また、接地線はガス管には絶対につながないで 

下さい。 

・接地はＤ種接地相当（接地抵抗 １００Ω以下）で行って下さい。 

・接地線にはケーブルラグを使用し、緩みやねじれの無いよう安全に接地して下さい。 

・本体内部接地端子への接地線の接続は圧着端子を使用し、接地は４ｍｍ２以上の断面積の導線が 

取付けられる圧着端子を使用してください。 

 

 

警告 

・検知部の蓋を取り付けるボルトは、必ず付属されているボルトを使用して下さい。 

また、ボルトは必ず４本取り付けて下さい。 

・付属されているボルト以外のボルトを使用しますと、防爆性能を損ないます。 

・結線が終りましたら、電源を入れる前にもう一度結線誤りがないことを確認して下さい。 

もし、誤配線のまま電源を入れますとセンサは断線し、使用できなくなります。 

警告 

六角棒スパナ 六角穴付きボルト 

（Ｍ５×２０） 

＊注記 

・六角穴付きボルトは強度区分「Ａ２－７０」のものを使用しています。 

紛失、交換の際は弊社営業担当員に依頼されることを推奨します。 
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４－７．配管方法（※吸引式の場合） 

 

本器には、サンプリング配管口（ガス入口，ガス排出口）に、Ｒｃ１／８のネジが切れており、標準で「ＰＰ」，

「Ｂｓ」，「ＳＵＳ」いずれかのユニオンが取り付いております。使用するガスにより材質が異なりますので、そ

の場合は適するユニオンをご指定下さい。 

適合する配管は、φ６（ＯＤ）－φ４（ＩＤ）の管です。配管の際には付属のインナー、スリープを取り付け

る等、漏れのないように行って下さい。 

配管を切断した場合は、切断面が内径より細くなっていることがあります。必ず内径までヤスリ等で広げて下

さい。また配管内に切り屑などが残らぬよう、必ず圧縮空気等で清掃してから、機器に接続して下さい。 

サンプルガスによっては吸着性や腐食性の強いガスがあります。配管の材質については、その点を考慮して決

定する必要があります。 

また、本器への導入流量は０．８～２Ｌ／ｍｉｎ（流通路およびセンサ部内は最大圧力１０．１３ｋＰａ<ゲー

ジ圧>)となる様、ご留意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本器は大気圧状態の雰囲気のガスを吸引するように作られています。 
本器のサンプリング配管口（ガス入口，ガス排出口）に過大な圧力が掛からないように 
して使用して下さい。 

・ 検知後の排気ガスは検知ガス排出口に排気用チューブを接続し、安全と判断できる場所に排出し
て下さい。 

！

・ ガス入口側の配管が長くなる程、ガスの到達には時間が掛かります。また、ガスによっては配管への吸
着影響も大きくなり、応答が遅れたり、指示値が低めに表示される可能性もある為、ガス入口側の配管
はできるだけ短くするようにして下さい。 

・ サンプリング先の湿度が高い場合、配管中で結露してしまう恐れがありますのでご注意願います(特に強
酸性ガスなど、水分に溶解して腐食性が増すガスの場合は、ガス検知が出来なくなるだけでなく内部部品が
腐食される恐れがあるので避けて下さい)。また無理なＵ字、Ｖ字となるような配管はせず、工事をする際
は十分留意して下さい。 

・ サンプルガスの採取口は､サンプルガスライン内での気体の流れやガスの発生過程などを十分考慮した
上で､決定して下さい。 

・ ダスト除去のため、配管途中には必ずダストフィルタを接続して下さい。 
・ 配管(長さ、材料)を決定する必要があります。詳細は弊社営業部迄お問い合わせ下さい。 

！
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５．操作方法 

 

５－１．始動準備 

電源を接続する前に、次の注意事項をお守り下さい。これらを守らないと、感電の危険や機器を損傷する 

恐れがあります。 

・正しく設置されていることを確認して下さい。 

・接地をして下さい。 

・外部との配線が正しく行われていることを確認して下さい。 

・接続配管に詰まりや漏れが無いことを確認して下さい。接続配管が詰まっている場合、センサに圧力負荷 

がかかり、誤動作や故障の原因になります。（※ 吸引式の場合） 

・フィルタが正しく取り付けられているか確認して下さい。検知対象ガスによりフィルタが指定されて 

おります。（※ 吸引式の場合） 

 

５－２．始動方法 

本器に電源を供給する前に、「５－１．始動準備」が終了していることを確認して下さい。指示警報部の電源を 

投入して、指示警報部の取扱説明書を参照し、正常に動作していることを確認して下さい。 

 

５－３．検知方法 

指示警報部の電源スイッチをオンにして下さい。イニシャルクリア経過後、ガス検知が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－４．終了方法 

 指示警報部の電源スイッチをオフにして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・立ち上がり後において、新品やセンサ交換時などはセンサの種類に応じた暖機が必要になりますので、 

所定時間まで暖機運転を行って下さい。 

・暖機運転終了後、ガス校正を行って下さい。 

 

 

・本器の動作を終了することにより、上位（中央）システムで警報動作する可能性があります。 

・本器の動作を終了する際は、上位（中央）システムでＩＮＨＩＢＩＴ（ポイントスキップ）にした 

後に行って下さい。また、本ガス漏えい検知警報設備に接続されている機器の動作を確認し、 

電源を遮断しても良いか判断して下さい。 

＊注記 

・本器に使用する半導体式および熱線型半導 

体式は、通電後所定の暖機（通電）時間が 

必要です。センサへの無通電時間によって、 

暖機（通電）時間が異なりますので、 

下表に従って暖機運転を行って下さい。 

無通電時間 暖機(通電)時間の目安 

２４時間以内 ４時間以上 

７２時間以内 ２４時間以上 

１０日以内 ２日以上 

１ヶ月未満 ７日以上 

３ヶ月未満 １４日以上 

３ヶ月以上 １ヶ月以上 
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６．保守点検 

 
本器は防災・保安上重要な計器です。 
本器の性能を維持し、防災・保安上の信頼性を向上するために、定期的な保守・点検を実施して下さい。 
点検を行わずに使用を続けると、ガスセンサの感度が変化し、正確な検知を行えません。 
 

６－１．点検の頻度と点検項目 

・日常点検  ： 作業前に点検を行って下さい。 
・１ヶ月点検 ： １ヶ月に１回、警報回路に関わる点検（警報テスト）を行って下さい。 
・定期点検  ： 保安機器としての性能を維持するため、６ヶ月に１回以上の頻度で行って下さい。 

 

点検項目 点検内容 
日常 

点検 

１ヶ月

点検 

定期

点検

電源の確認※１ 電源ランプが点灯していることを確認して下さい。 ○ ○ ○ 

状態表示の確認※１ 故障ランプが点灯していないを確認して下さい。 ○ ○ ○ 

流量の確認※２ 流量を確認し、異常が無いか確認して下さい。 ○ ○ ○ 

濃度表示の確認※１ 濃度表示値がゼロであることを確認して下さい。指示値がず

れている場合は、周囲に雑ガスが無いことを確認してゼロ調

整を行って下さい。 

○ ○ ○ 

フィルタの確認※２ ダストフィルタの汚れ具合や目詰まりが無いかを確認して下

さい。 
○ ○ ○ 

警報テスト※１ 警報テスト機能を使用し、警報の回路検査を行います。 － ○ ○ 

ガス感度校正※１ 試験用標準ガスを用いて感度校正をして下さい。 － － ○ 

ガス警報確認※１ 試験用標準ガスを用いてガス警報の確認を行って下さい。 － － ○ 

 ※１．指示警報部側での点検、調整となります。詳しくは、指示警報部の取扱説明書を参照して下さい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 

・本器は保安計器につき、安全確保のために「６ヶ月に１回以上の点検」を推奨します。 

点検を行わずに使用を続けると、検知部センサの感度が変化し、正確な検知を行えません。 

※２．吸引式のみ 

＊注記 

・警報発報テスト又はガス感度校正を行う場合、必ず関係部署に予め通達しておくと共に、外部に信号を 

接続しているものについては、信号を遮断してから実施して下さい。 
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＜メンテナンスサービスについて＞ 

・弊社では、ガス感度校正などを含めた定期点検、調整、整備等に関するサービスを行っております。 

試験用標準ガスを作製するには、所定濃度のガスボンベや、ガス袋など専用器具が必要となります。 

弊社サービス員は、作業を行う上での専用器具やその他製品に関する専門知識などを備えたスタッフで構成さ

れております。機器の安全動作を維持するために、弊社メンテナンスサービスをご利用いただきますようお願

いいたします。 

・メンテナンスサービスの主な内容を以下に記します。詳細は、弊社営業部までお問い合わせ下さい。 

主なサービスの内容 

 

電源の確認 ： 電源電圧の確認を行います。 

電源ランプが点灯していることを確認します。 

(システム上で、当該個所である識別ができる事を確認します。) 

(保安電源を使用している場合、保安電源での動作を確認します。) 

濃度表示の確認 ： ゼロガスを用いて濃度表示値がゼロ (酸欠計では20.9vol%)であることを確認します。 

指示がズレている場合はゼロ調整(エア調整)を行います。 

流量の確認 ： 流量表示を確認し、異常が無いか確認します。 

外部の流量計を用いて、流量の確認を行い、本器流量表示の確かさを確認します。流量にズレがある場合は、

流量調整を行います。 

フィルタの確認 ： ダストフィルタの汚れ具合や目詰まりが無いかを確認します。 

汚れが目立つ場合や、目詰まりを起こしている場合は交換を行います。 

警報テスト ： 警報テスト機能を使用し、警報の回路検査を行います。 

・警報ランプ確認(ALMの動作を確認) 

・外部警報確認(ブザーなど外部警報動作を確認) 

ガス感度校正 ： 試験用標準ガスを用いて感度校正を行います。 

ガス警報確認 ： 試験用標準ガスを用いてガス警報の確認を行います。 

・警報確認(警報設定値に達した際に警報の発信を確認) 

・遅れ時間確認(警報を発信するまでの遅れ時間を確認) 

・警報ランプ確認(ALMの動作を確認) 

・外部警報確認(ブザーやリセット信号など外部警報動作を確認) 

機器の清掃・修繕 

(目視診断) 

： 機器外観やカバー、内部などの汚れや傷を確認し、目立った箇所を清掃・修繕します。 

亀裂や破損がある場合は部品の交換を行います。 

機器の操作確認 ： キー操作をして各種機能の動作確認や、パラメーター等のチェックを行います。 

劣化部品の交換 ： センサやフィルタ，ポンプなど劣化部品の交換を行います。 
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６－２．ガス校正方法 

ガス校正を行う際は、調整用ガスを準備し、指示警報部(ゼロ調整モード、スパン調整モード)にて行って 

下さい。 

・ゼロ調整用ガス 

・スパン調整用ガス(ガス袋に採取) 

・排気用ガス袋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示警報部側での点検、調整となります。詳しくは、指示警報部の取扱説明書を参照して下さい。 

 

(1) ゼロ調整 

 

ガス検知部周辺にガスがない状態で、指示警報部側で指示値をゼロに調整して下さい。 

但し、検知部周辺にガスが存在した場合、ガスサンプリングバッグ等に外部の新鮮な空気を詰め、検知部に 

約２分間流した後、ゼロ調整を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

(2) スパン調整 

 

予め、濃度が確認された校正用ガス（Ｆ.Ｓの１/２又は警報設定値の１.６倍の濃度が適当）をガス袋に 

用意し、スパン調整して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 

・ゼロ調整を周辺空気で行う場合は、周辺が新鮮な大気であることを確認してから行って下さい。 

雑ガスなどが存在する状態で行うと、正しい校正が行えず、実際にガスが漏洩した場合、危険です。 

注意 

・スパン調整を行う場合はスパン調整用ガスを供給し、指示値が安定した後に行って下さい。 

・交換するガスセンサは、検知部に貼ってあるセンサ型式シールに記載されている型式であることを 

確認して下さい。 

【拡散式】 

排気へ 
→ OUT 

IN↑

ガス検査用キャップ 

流量計

ガス袋 

ニードルバルブ

ポンプ 

P

＊注記 

・スパン調整を行うには専用の治具が必要ですので、弊社担当営業員に依頼されることを推奨します。 

排気へ 

→ OUT 

流量計

【吸引式】

IN ↓
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６－３．部品の交換 

＜センサの交換＞ 

ガスセンサの交換は、次の手順で行って下さい。 

 

(1) 指示警報部の電源をＯＦＦにします。 

 

(2) アスピレーターキャップや防滴カバー（丸型・角型）、直挿ユニットを使用している場合は、そこから 

検知部を取り外してください。検知部のセンサガードの六角穴付きボルト２本を緩め、センサガードを取り 

外します。（センサガードの六角穴付きボルトは、緩めてもセンサガードから脱落しない構造になっており 

ます。） 

 

(3) 感度劣化したガスセンサの上部（焼結金属部）を指でつまみ、手前に引き抜きます。センサガードには 

パッキンが取付けられています。（パッキンに変形や破損が無い場合は、再利用しますので、紛失しない 

ようにして下さい。） 

 

(4) ガスセンサには５本のピンがありますが、そのうち１本は他のピンより長くなっています。 

この長いピンを、下図の如くケーブル引込み口と反対側にして本体穴のソケットに軽く（浅く）差し込み、 

ガスセンサを押すと、ガスセンサはソケットの深部まで挿入されます。  

 

(5) センサガードをガスセンサの上から被せて、六角穴付きボルト２本をしっかり締め付けます。 

 

(6) ガスセンサの交換が終りましたら、指示警報部の電源を入れ、指示警報部でガスセンサ電圧又は電流の 

チェックを行います。（指示警報部の取扱説明書を参照下さい。） 

 

(7) 電源を入れてから１時間後（目安）に、【６－２.ガス校正方法】によりゼロ点調整及びスパン調整を 

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊注記 

・センサを交換した場合、必ず電圧調整、ゼロ調整、スパン調整を行わなければなりません。 

従って、センサの交換が必要な場合は、弊社営業担当員に依頼されることを推奨します。 

警告 

・通電されている状態でセンサを交換してはいけません。通電状態でセンサ交換を行いますと、 

着火源となる可能性があり、危険です。 

・センサ交換をする場合には必ずセンサ電源（指示計電源）及びポンプ電源をＯＦＦにしてから 

行って下さい。 

長いピン 

ガスセンサを 

底部から見た図 

ケーブル引込み口 

本体穴 
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＜定期交換部品の交換＞ 

 推奨定期交換部品リスト 

№ 名 称 点検周期 交換周期 数量（個／台） 備考 

1 パッキン（センサ部） ６か月 ３～８年 １ 部品番号：4262 4545 10 

２ アスピレーターキャップ ６か月 ３～８年 １ ＰＰ／Ｂｓ／ＳＵＳ仕様 

※部品交換後に弊社サービス員による動作確認が必要です。機器の安定動作と安全上、弊社サービス員に 

お任せ願います。販売店または最寄りの弊社営業所にご依頼下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・上記の交換周期は目安であり、使用条件によって異なる場合があります。また、保証期間を表すものでは

ありません。交換時期は定期点検の結果により変動することがあります。 
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７．保管・移設及び廃棄について 

 

７－１．保管又は長期使用しない場合の処置 

本器は下記の環境条件内で保管して下さい。 

・ 常温、常湿、直射日光の当たらない暗所 

・ ガス、溶剤、蒸気などの発生しない場所 

 

７－２．移設又は再度使用する場合の処置 

移設を行う場合、移設場所は「４－２．取付場所に関する留意事項」「４－４．取付方法」に従うようにして下

さい。また、配線工事についても「４－６．配線方法」を参照して下さい。移設を行う際は極力無通電時間を短

くするようお願い致します。 

 

 

 

 

移設又は停止保管後、再度使用する場合は必ずガス校正を行って下さい。ガス校正を含めて、再調整は 

弊社営業所までご連絡下さい。 

 

７－３．製品の廃棄  

 検知部本体を廃棄する際は、産業廃棄物（不燃物）として地域の法令などに従い、適切な処理をして下さい。 
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８．トラブルシューティング 

 

 このトラブルシューティングは、機器の全ての不具合の原因を示したものではありません。よく起こりえる

不具合の原因究明の手助けとなるものを簡単に示してあります。ここに記載のない症状や、対策を行っても復

旧しない場合は、弊社営業所迄ご連絡願います。 

 

＜指示値の異常＞ ※ 指示警報部と併せて対処して下さい。詳しくは、指示警報部の取扱説明書を参照して下さい。 

症状 原因 対策 

指示値が上がった（下がっ
た）まま元に戻らない 

センサのドリフト ゼロ調整を行って下さい。 

干渉ガスの存在 
溶剤等の干渉ガスによる影響は、完全に無くすことは困難で
す。除去フィルタなど対策については弊社営業所迄ご連絡願
います。 

スローリーク 

検知対象ガスが微量に漏れている可能性があります（スロー
リーク）。放置しておくと危険な状態になる可能性があるの
で、ガス警報時の対応と同等の対応をし、処置を施すようお
願いします。 

環境の変化 ゼロ調整を行って下さい。 

ガス漏れなど、検知ポイン
トに異常が無いのにガス
警報を発する 

干渉ガスの存在 
溶剤等の干渉ガスによる影響は、完全に無くすことは困難で
す。除去フィルタなど対策については弊社営業所迄ご連絡願
います。 

ノイズの影響 
電源をＯＦＦにし、再起動を行って下さい。 
頻繁にこのような症状が起こる場合は、適切なノイズ対策を
実施して下さい。 

環境の急変 

本器は急激な環境変化（温度など）があると、追従できずに
影響を受けて、場合によっては指示警報を出します。 
環境が頻繁に急変してしまう場合はご使用頂けませんのでお
客様にて何らかの対策を講じて頂くようお願いします。 

応答が遅い 

センサ感度の劣化 新しいセンサに交換して下さい。 

ダストフィルタの 
詰まり 

ダストフィルタを交換して下さい。 

吸引側又は排気側 
チューブの折れ，詰ま
り，漏れ 

不具合の箇所を修復して下さい。 

吸引側チューブ内で結
露が発生している 

不具合の箇所を修復して下さい。 

感度校正ができない 
校正ガス濃度が不適切 適切な校正ガスを用意して下さい。 

センサ感度の劣化 新しいセンサに交換して下さい。 
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９．製品仕様 

９－１．仕様一覧 

【拡散式】＜ＴＩＩＳ仕様＞ 

型 式 ＧＤ-Ａ８０ ＧＤ-Ａ８０Ｖ ＧＤ-Ａ８０Ｓ ＧＤ-Ａ８０Ｎ 

検 知 原 理 
接触燃焼式 又は 

ニューセラミック式 
半導体式 熱線型半導体式 熱伝導式 

検 知 対 象 ガ ス 大気中の可燃性ガス 大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス

大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中 又は 不活性ガス中の 

可燃性ガス 

検 知 方 式 自然拡散式 

伝 送 ケ ー ブ ル １.２５ｍｍ２又は２.０ｍｍ２ 

ＣＶＶ・４芯相当 ＣＶＶＳ・３芯相当 ＣＶＶＳ・４芯相当 

ケーブル接続口 耐圧パッキングランド Ｇ３／４  

〔パッキン内径〕実装φ１２，付属φ１３ 

使用温度範囲※1 －２０～５３℃（急変なきこと） 

使 用 湿 度 範 囲 ９５％ＲＨ以下（結露なきこと） 

構 造 壁掛型，２Ｂ（５０Ａ）パイプ取付可能 

防 爆 構 造 耐圧防爆構造 

防 爆 等 級 Ｅｘ ｄ ⅡＣ Ｔ４（ＴＩＩＳ） 

外 形 寸 法 約７８(Ｗ)×１６３(Ｈ)×１０５(Ｄ)ｍｍ（取付金具は除く） 

質 量 約１.０kg 

塗 装 色 マンセル ７．５ＢＧ５／２ 
※１．検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 

 

 

【吸引式】＜ＴＩＩＳ仕様＞ 

型 式 ＧＤ-Ａ８０Ｄ ＧＤ-Ａ８０ＤＶ ＧＤ-Ａ８０ＤＳ ＧＤ-Ａ８０ＤＮ 

検 知 原 理 
接触燃焼式 又は 

ニューセラミック式 
半導体式 熱線型半導体式 熱伝導式 

検 知 対 象 ガ ス 大気中の可燃性ガス 大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス

大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中 又は 不活性ガス中の 

可燃性ガス 

検 知 方 式 吸引式（外部ポンプユニットによる導入） 

吸 引 流 量 ０．８～２Ｌ／ｍｉｎ 

伝 送 ケ ー ブ ル １.２５ｍｍ２又は２.０ｍｍ２ 

ＣＶＶ・４芯相当 ＣＶＶＳ・３芯相当 ＣＶＶＳ・４芯相当 

ケーブル接続口 耐圧パッキングランド Ｇ３／４  

〔パッキン内径〕実装φ１２，付属φ１３ 

使用温度範囲※1 －２０～５３℃（急変なきこと） 

使 用 湿 度 範 囲 ９５％ＲＨ以下（結露なきこと） 

構 造 壁掛型，２Ｂ（５０Ａ）パイプ取付可能 

防 爆 構 造 耐圧防爆構造 

防 爆 等 級 Ｅｘ ｄⅡＣ Ｔ４（ＴＩＩＳ） 

外 形 寸 法 約７８(Ｗ)×１６３(Ｈ)×１２３(Ｄ)ｍｍ（取付金具は除く） 

質 量 約１.０kg 

塗 装 色 マンセル ７．５ＢＧ５／２ 
※１．検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 
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【拡散式】＜ＡＴＥＸ／ＩＥＣＥｘ仕様＞ 

型 式 ＧＤ-Ａ８０ ＧＤ-Ａ８０Ｖ ＧＤ-Ａ８０Ｓ ＧＤ-Ａ８０Ｎ 

検 知 原 理 
接触燃焼式 又は 

ニューセラミック式 
半導体式 熱線型半導体式 熱伝導式 

検 知 対 象 ガ ス 大気中の可燃性ガス 大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス

大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中 又は 不活性ガス中の 

可燃性ガス 

検 知 方 式 自然拡散式 

伝 送 ケ ー ブ ル １.２５ｍｍ２又は２.０ｍｍ２ 

ＣＶＶ・４芯相当 ＣＶＶＳ・３芯相当 ＣＶＶＳ・４芯相当 

ケーブル接続口 耐圧パッキングランド Ｇ３／４  

〔パッキン内径〕実装φ１２，付属φ１３ 

使用温度範囲※1 －２０～５３℃（急変なきこと） 

使 用 湿 度 範 囲 ９５％ＲＨ以下（結露なきこと） 

構 造 壁掛型，２Ｂ（５０Ａ）パイプ取付可能 

防 爆 構 造 耐圧防爆構造 

防 爆 等 級 Ⅱ２Ｇ Ｅｘ ｄｂ ⅡＣ Ｔ４ Ｇｂ（ＣＭＬ／ＡＴＥＸ）（ＩＥＣＥｘ） 

外 形 寸 法 約７８(Ｗ)×１６３(Ｈ)×１０５(Ｄ)ｍｍ（取付金具は除く） 

質 量 約１.０kg 

塗 装 色 マンセル ７．５ＢＧ５／２ 
※１．検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 

 

 

【吸引式】＜ＡＴＥＸ／ＩＥＣＥｘ仕様＞ 

型 式 ＧＤ-Ａ８０Ｄ ＧＤ-Ａ８０ＤＶ ＧＤ-Ａ８０ＤＳ ＧＤ-Ａ８０ＤＮ 

検 知 原 理 
接触燃焼式 又は 

ニューセラミック式 
半導体式 熱線型半導体式 熱伝導式 

検 知 対 象 ガ ス 大気中の可燃性ガス 大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス

大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中 又は 不活性ガス中の 

可燃性ガス 

検 知 方 式 吸引式（外部ポンプユニットによる導入） 

吸 引 流 量 ０．８～２Ｌ／ｍｉｎ 

伝 送 ケ ー ブ ル １.２５ｍｍ２又は２.０ｍｍ２ 

ＣＶＶ・４芯相当 ＣＶＶＳ・３芯相当 ＣＶＶＳ・４芯相当 

ケーブル接続口 耐圧パッキングランド Ｇ３／４  

〔パッキン内径〕実装φ１２，付属φ１３ 

使用温度範囲※1 －２０～５３℃（急変なきこと） 

使 用 湿 度 範 囲 ９５％ＲＨ以下（結露なきこと） 

構 造 壁掛型，２Ｂ（５０Ａ）パイプ取付可能 

防 爆 構 造 耐圧防爆構造 

防 爆 等 級 Ⅱ２Ｇ Ｅｘ ｄｂ ⅡＣ Ｔ４ Ｇｂ（ＣＭＬ／ＡＴＥＸ）（ＩＥＣＥｘ） 

外 形 寸 法 約７８(Ｗ)×１６３(Ｈ)×１２３(Ｄ)ｍｍ（取付金具は除く） 

質 量 約１.０kg 

塗 装 色 マンセル ７．５ＢＧ５／２ 
※１．検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 
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９－２．検知原理 

＜接触燃焼式＞ 

 

接触燃焼式センサは、酸化触媒表面で可燃性ガスが接触燃焼する際、発生する燃焼熱を白金線コイルの温度・

抵抗変化としてとらえ、そのガス濃度を測定します。 

本センサは、可燃性ガスであればいずれのガスも検知します。検知範囲は０～爆発下限界迄です。爆発下限界

以上の高濃度ガスが接触した場合、センサが断線することもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニューセラミック式＞ 

 

ニューセラミック式センサは、高活性なニューセラミック酸化触媒表面で可燃性ガスを接触燃焼させ、この時

の温度変化を耐熱合金線コイルの抵抗変化として測定します。 

耐熱合金線コイル上に超微粒化（ニューセラミック）酸化触媒を担体と共に焼結した検知素子と、ガスに不活性

なアルミナとガラスの混合物を焼結した温度補償素子から構成されています。 

ニューセラミック酸化触媒を焼結した検知素子の表面に可燃性ガスが接触すると、ガスは燃焼し温度は上昇しま

す。この温度変化に伴い、素子を校正する耐熱合金線コイルの抵抗も変化します。これらの抵抗値はガスの濃度

にほぼ比例します。この抵抗値の変化をブリッジ回路により電位差を取り出し、ガス濃度としてメーターに表し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ

Ｘ

Ａ

Ｙ Ｘ

C：補償素子D：検知素子

固定抵抗

ブリッジ平衡調整可変抵抗器

VR

SW E

スイッチ 電源ブリッジ電圧 

調整可変抵抗器

Ｍ

基本回路

固定抵抗

1.3～1.8mm

1.4～1.6mm

アルミナ担体

ニューセラミック

酸化触媒

耐熱合金線コイル

構造図

   耐熱材料 

（セラミック）

アルミナ担体

酸化触媒

0.8～1.0mm

0.5～0.7mm

白金線コイル

構造図

Ａ

Ｘ

Ａ

Ｙ Ｘ

C：補償素子D：検知素子

固定抵抗

ブリッジ平衡調整可変抵抗器

VR

SW E

スイッチ 電源ブリッジ電圧 

調整可変抵抗器

Ｍ

基本回路

固定抵抗
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＜半導体式＞ 

 

金属酸化物半導体がガスと接触したときに生じる抵抗値変化をガス濃度として検知します。毒性ガスから可燃

性ガスまであらゆるガスの検知に即応する汎用型のガス検知センサです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜熱線型半導体式＞ 

 

 ガスと接触して抵抗値が変わる金属酸化物半導体と一体になった白金線コイルの抵抗変化をガス濃度として検

知します。高感度の低濃度検知用ガス検知センサです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ

Ｘ

Ａ

Ｙ Ｘ

C：補償素子D：検知素子

固定抵抗

ブリッジ平衡調整可変抵抗器

VR

SW E

スイッチ 電源ブリッジ電圧 

調整可変抵抗器

Ｍ

基本回路

固定抵抗

白金線コイル
金属酸化物焼結体

0.5～1.0mm

構造図

0.4～0.8mm

構造図

リード線

ヒータ

金電極

SnO 2

ヒータ

1㎜

アルミナ
チューブ

リード線

基本回路 
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＜熱伝導式＞ 

 

熱伝導式センサは、ガスの熱伝導率の差をガス濃度として検知します。検知素子は、白金線コイル等の上にガ

スに不活性なアルミナとガラスの混合物を焼結したタイプ、不活性金属等をコーティングしたタイプの２種類が

あります。また、補償素子はガスに接触しないような密閉構造となっています。 

白金線コイルによって２００～５００℃に加熱された検知素子に検知対象ガスが触れると、ガス固有の熱伝導

率により熱放散の状態が変わり、検知素子の温度が変化します。 

この温度変化に伴い素子を構成する白金線コイルの抵抗値も変化します。抵抗値変化はガスの濃度にほぼ比例

します。抵抗値の変化量をブリッジ回路によって電圧として取り出し、ガス濃度として表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.5～0.7mm

ガラスとアルミナ

混合物の焼結体

0.8～1.0mm

白金線コイル

構造図

Ａ

Ｘ

Ａ

Ｙ Ｘ

C：補償素子D：検知素子

固定抵抗

ブリッジ平衡調整可変抵抗器

VR

SW E

スイッチ 電源ブリッジ電圧 

調整可変抵抗器

Ｍ

基本回路

固定抵抗
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１０．用語の定義 

 

 

接触燃焼式 
ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)に組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９－２．検知原理】の項を参照下さい。 

ニューセラミック式 
ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)に組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９－２．検知原理】の項を参照下さい。 

半導体式 
ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｖに組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９－２．検知原理】の項を参照下さい。 

熱線型半導体式 
ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｓに組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９－２．検知原理】の項を参照下さい。 

熱伝導式 
ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｎに組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９－２．検知原理】の項を参照下さい。 

イニシャルクリア 
検知部からの出力は電源投入後しばらくの間変動します。 

その間は警報を発しないようにする機能です。 

フルスケール 検知範囲の最大値です。 

％ＬＥＬ 
対象となる可燃性ガスの爆発下限界濃度（Lower Explosive Limit）を１００とした 

単位です。 

ｐｐｍ 
対象となる可燃性ガスの１００万分の１を意味する濃度(part per million)の 

単位です。 

校正 校正ガスを用いて、機器の指示値を校正ガス濃度値に合わせることを意味します。 
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